
鳥取県病原微生物検出情報 

（平成 29 年 1月検出分;検体採取平成 28年 10 月～平成 29 年 1月） 
平成 29 年 2 月 14 日 

鳥取県衛生環境研究所 

1 感染性胃腸炎について 

 ・臨床診断名が感染性胃腸炎の検体 5件（検体採取 2016 年 12 月中旬）について検査を行い、ノロウ

イルス GⅡが 4件（番号 17003、17008、17016、17018）検出されました。これらノロウイルス GⅡの 4

件について遺伝子解析を行いました。新たに GⅡ.P16- GⅡ.2 が 2件と GⅡ.Pe- GⅡ.4 Sydney_2012 が

2 件検出されました(表１ 患者番号 No.23-No.26)。 

また、全国のノロウイルス遺伝子型報告数を図１に示します。昨シーズンと比較して GⅡ.2 の割合

が多くなっており、特に 2016 年 11 月から GⅡ.2 の検出数が増加しています。当県では GⅡ.2は 2016

年 11 月の感染性胃腸炎集団発生で初めて検出され、発生動向調査事業においても 12月採取の検体か

ら検出されています。 

 

表 1 2016-17 シーズン鳥取県ノロウイルス遺伝子解析結果 

 

患者番
号

検査依頼要因 施設名 病院名
施設or
病院

所在地
患者住所

発病月日or
探知年月日

材料採取 年齢 臨床診断名
発
熱

嘔
吐

腹
痛

下
痢

VP1領域新表記

1 発生動向調査事業 厚生 中部 倉吉 H28.9.16 H27.9.16 １１ヶ月 感染性胃腸炎 ○ GⅡ.4 亜型未同定

2 発生動向調査事業 厚生 中部 倉吉 H28.10.30 H27.10.31 １歳９ヶ月 感染性胃腸炎 ○ GⅡ.4 Sydney2012

3 感染性胃腸炎 明道小学校 西部 H28.10.26 GⅡ.4 Sydney2012

4 感染性胃腸炎 米里保育所 東部 H28.11.2 GⅡ.2

5 感染性胃腸炎 成徳小学校（避難所） 中部 H28.11.8 GⅡ.2

6 感染性胃腸炎 上北条保育園 中部 H28.11.10 GⅡ.2

7 感染性胃腸炎 千代保育所 東部 H28.11.17 GⅠ

8 感染性胃腸炎 美和保育園 東部 H28.11.21 GⅠ

9 感染性胃腸炎 浦富保育所 東部 H28.11.25 GⅡ.2

10 感染性胃腸炎 加茂保育所 西部 H28.11.29 GⅡ.2

11 感染性胃腸炎 河崎保育所 西部 H28.11.29 GⅡ.2

12 感染性胃腸炎 めぐみ保育所 東部 H28.11.30 GⅡ.2

13 感染性胃腸炎 用瀬大村保育所 東部 H28.12.5 GⅡ.2

14 感染性胃腸炎 賀露みどり保育所 東部 H28.12.6 GⅡ.2

15 感染性胃腸炎 鳥取短大付属幼稚園 中部 H28.12.8 GⅡ.2

16 感染性胃腸炎 かんろ保育所 東部 H28.12.9 GⅡ.2

17 感染性胃腸炎 のびのび保育園 東部 H28.12.13 GⅡ.4 Sydney2012

18 感染性胃腸炎 福生保育所 西部 H28.12.13 GⅡ.2

19 感染性胃腸炎 ケアハウス幸朋苑 西部 H28.12.15 GⅡ.4 Sydney2012

20 感染性胃腸炎 あすなろ保育所 東部 H28.12.19 GⅡ.2

21 感染性胃腸炎 栴檀保育園 西部 H28.12.22 GⅡ.2

22 発生動向調査事業 鳥大 西部 広島市 H28.11.20 H28.11.24 １２歳 感染性胃腸炎 39 ○ GⅡ.4 Sydney2012

23 発生動向調査事業 たなか 東部 鳥取市 H28.12.13 H28.12.14 １歳 感染性胃腸炎 ○ GⅡ.2

24 発生動向調査事業 岡空 西部 米子市 H28.12.14 H28.12.14 1歳11ヶ月 感染性胃腸炎 ○ GⅡ.4 Sydney2012

25 発生動向調査事業 かさぎ 西部 米子市 H28.12.18 H28.12.19 1歳7ヶ月 感染性胃腸炎 38 ○ GⅡ.4 Sydney2012

26 発生動向調査事業 厚生 中部 倉吉市 H28.12.20 H28.12.20 ２歳 感染性胃腸炎 38 ○ GⅡ.2



 

図１ 月別ノロウイルス遺伝子型検出情報 

 

 

2 咽頭結膜熱について 

 ・臨床診断名が咽頭結膜熱の検体 2 件（検体採取 2016 年 11 月中旬）について検査を行い、アデノウ

イルス 1型を 1件（番号 170021）検出しました。残り 1検体については検査中です。 

 

3 突発性発疹について 

・臨床診断名が突発性発疹の検体 1件（検体採取 12 月下旬）について、ヘルペスウイルスは検出され

ませんでした。 

 

4 流行性耳下腺炎について 

・臨床診断名が流行性耳下腺炎の検体 1 件（検体採取 1 月上旬、番号 170019）について検査を行い、ム

ンプスウイルス G型を検出しました。 

 



備考
年 月日 A2009型 ＡH3型 Ｂvictoria Ｂ山形

11月8日 中部 1 0 1 0 0

12月20日 西部 1 0 1 0 0

1月4日 中部 1 0 1 0 0

1月5日 西部 1 0 1 0 0

1月6日 東部 1 0 1 0 0

1月10日 西部 1 0 1 0 0

1月11日 東部 1 0 1 0 0

1月13日 中部 1 0 1 0 0

1月16日 東部 1 0 1 0 0

1月16日 西部 1 0 1 0 0

1月19日 東部 1 0 1 0 0

1月23日 西部 1 1 0 0 0

1月26日 東部 1 0 1 0 0

1月26日 中部 1 0 1 0 0

1月30日 西部 1 0 1 0 0

1月31日 東部 1 0 1 0 0

16 1 15 0 0
病原体定点PCR検査合計

(2016年 11/8 - 現在)

検出数
Ａ型別、Ｂ系統別検体採取時期

検体採取場所

2016

2017

 

5 手足口病について 

 ・臨床診断名が手足口病の検体 3件（検体採取 2016 年 11 月中旬～12 月中旬）について検査を行い、1

検体（番号 160576）からライノウイルス Cおよびコクサッキーウイルス A10 型、1検体（番号 170002）

からコクサッキーウイルス A6型、1検体（番号 170015）からコクサッキーウイルス A16 型を分離、検

出しました。 

 

6 ヘルパンギーナについて 

・臨床診断名がヘルパンギーナの検体 2件（検体採取 2016 年 10 月中旬および 12 月中旬）について検

査を行い、1検体（番号 170017）からコクサッキーウイルス A2 型を分離しました。残りの 1検体（番

号 160555）からはエンテロウイルスは検出されませんでした。 

 

 

7 急性出血性結膜炎について 

・臨床診断名が急性出血性結膜炎の検体 2件（検体採取 2017 年 1 月上旬、番号 170007 及び 1月中旬、 

番号 170001）について検査を行いましたが、いずれもエンテロウイルスは検出されませんでした。 

 

8 インフルエンザウイルスについて 

 ・臨床診断名がインフルエンザの検体 17件（検体採取 2016 年 12 月中旬～2017 年 1 月下旬）について

検査を行い、1件（番号 170027）からインフルエンザ A2009 型、14 件からインフルエンザ AH3 型を検

出しました。残りの 2件（番号 170011 および番号 170013）からインフルエンザウイルスは検出されま

せんでした。 

 

表２ 今シーズン鳥取県インフルエンザ検出情報 

 

 

 



鳥取県病原微生物検出情報 

（平成 29年 2月検出分;検体採取平成 28年 12月～平成 29年 2月） 
平成 29 年 3 月 14 日 

鳥取県衛生環境研究所 

1 感染性胃腸炎について 

・臨床診断名が感染性胃腸炎の検体 7件（検体採取 2017年 1月中旬～2月上旬）について検査を行い、

2件（番号 170044および 170047）からノロウイルスが検出されました。また、2件共に遺伝子型は GⅡ.2

でした。残りの 5件からノロウイルス、サポウイルス、アストロウイルス、アイチウイルス、A群ロタウ

イルス、アデノウイルス 40/41型は検出されませんでした。 

 

表 1 2016-17シーズン鳥取県ノロウイルス遺伝子解析結果 

 

 

2 インフルエンザウイルスについて 

 ・臨床診断名がインフルエンザ、インフルエンザ様疾患の検体 15件（検体採取 1月中旬～2月中旬)

について、検査を実施し、14件でインフルエンザ A型が検出され、残り 1件では検出されませんでし

た。A型が検出された 14件のうち、1件（番号 170058）は A2009型、残り 13件は AH3型でした。なお、

臨床診断名が「インフルエンザ・A群溶血性連鎖球菌感染症」の検体も 1件ありましたが、ウイルス用

の VIB培地でなく、溶連菌用のスワブでサンプリングされていたため、検査実施要件に適合せず、イ

ンフルエンザの検査は実施しませんでした。 

 

 

患者番
号

検査依頼要因 施設名 病院名
施設or
病院

所在地
患者住所

発病月日or
探知年月日

材料採取 年齢 臨床診断名
発
熱

嘔
吐

腹
痛

下
痢

VP1領域新表記

1 発生動向調査事業 厚生 中部 倉吉 H28.9.16 H27.9.16 １１ヶ月 感染性胃腸炎 ○ GⅡ.4 亜型未同定

2 発生動向調査事業 厚生 中部 倉吉 H28.10.30 H27.10.31 １歳９ヶ月 感染性胃腸炎 ○ GⅡ.4 Sydney2012

3 感染性胃腸炎 明道小学校 西部 H28.10.26 GⅡ.4 Sydney2012

4 感染性胃腸炎 米里保育所 東部 H28.11.2 GⅡ.2

5 感染性胃腸炎 成徳小学校（避難所） 中部 H28.11.8 GⅡ.2

6 感染性胃腸炎 上北条保育園 中部 H28.11.10 GⅡ.2

7 感染性胃腸炎 千代保育所 東部 H28.11.17 GⅠ

8 感染性胃腸炎 美和保育園 東部 H28.11.21 GⅠ

9 感染性胃腸炎 浦富保育所 東部 H28.11.25 GⅡ.2

10 感染性胃腸炎 加茂保育所 西部 H28.11.29 GⅡ.2

11 感染性胃腸炎 河崎保育所 西部 H28.11.29 GⅡ.2

12 感染性胃腸炎 めぐみ保育所 東部 H28.11.30 GⅡ.2

13 感染性胃腸炎 用瀬大村保育所 東部 H28.12.5 GⅡ.2

14 感染性胃腸炎 賀露みどり保育所 東部 H28.12.6 GⅡ.2

15 感染性胃腸炎 鳥取短大付属幼稚園 中部 H28.12.8 GⅡ.2

16 感染性胃腸炎 かんろ保育所 東部 H28.12.9 GⅡ.2

17 感染性胃腸炎 のびのび保育園 東部 H28.12.13 GⅡ.4 Sydney2012

18 感染性胃腸炎 福生保育所 西部 H28.12.13 GⅡ.2

19 感染性胃腸炎 ケアハウス幸朋苑 西部 H28.12.15 GⅡ.4 Sydney2012

20 感染性胃腸炎 あすなろ保育所 東部 H28.12.19 GⅡ.2

21 感染性胃腸炎 栴檀保育園 西部 H28.12.22 GⅡ.2

22 発生動向調査事業 鳥大 西部 広島市 H28.11.20 H28.11.24 １２歳 感染性胃腸炎 39 ○ GⅡ.4 Sydney2012

23 発生動向調査事業 たなか 東部 鳥取市 H28.12.13 H28.12.14 １歳 感染性胃腸炎 ○ GⅡ.2

24 発生動向調査事業 岡空 西部 米子市 H28.12.14 H28.12.14 1歳11ヶ月 感染性胃腸炎 ○ GⅡ.4 Sydney2012

25 発生動向調査事業 かさぎ 西部 米子市 H28.12.18 H28.12.19 1歳7ヶ月 感染性胃腸炎 38 ○ GⅡ.4 Sydney2012

26 発生動向調査事業 厚生 中部 倉吉市 H28.12.20 H28.12.20 ２歳 感染性胃腸炎 38 ○ GⅡ.2

27 発生動向調査事業 岡空 西部 境港市 H29.1.13 H29.1.13 ２歳 感染性胃腸炎 GⅡ.2

28 発生動向調査事業 厚生 中部 北栄町 H29.1.16 H29.1.23 １歳 感染性胃腸炎 38 GⅡ.2



表２ 今シーズン鳥取県インフルエンザ検出情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 咽頭結膜熱について 

 ・臨床診断名が咽頭結膜熱の検体 2 件（検体採取 2016 年 12 月下旬、2017 年 1 月下旬）について検査

を行い、アデノウイルス 1 型を 1 件（番号 170050）検出しました。残りの 1 件については、アデノウ

イルスは検出されませんでした。 

 

4 流行性角結膜炎について 

・臨床診断名が流行性角結膜炎の検体 1件（検体採取 2017年 1月下旬）について検査を行い、アデノ

ウイルス 8型を 1件（番号 170040）検出しました。 

 

5 A群溶血性連鎖球菌感染症について 

 ・臨床診断名が A群溶血性連鎖球菌感染症の検体 1件（検体採取 2月上旬 番号 170032）とインフル

エンザ・A群溶血性連鎖球菌感染症の検体 1件（検体採取 1月中旬 番号 170049）について検査を行い

ました。後者 1件からは A群溶血性連鎖球菌は分離されず、前者 1件は検査中です。 

 



鳥取県病原微生物検出情報 

（平成 29 年 3月検出分;検体採取平成 28年 2月～平成 29 年 3月） 
平成 29 年 4 月 11 日 

鳥取県衛生環境研究所 

1 インフルエンザウイルスについて 

 臨床診断名がインフルエンザ、インフルエンザ様疾患の検体 16 件（検体採取 2月 9日～

3月 24 日)について検査を実施し、14件でインフルエンザ A型が検出され、残り 2件では A

型及び B型ともに検出されませんでした。A型が検出された 14 件のうち、1件（番号 170077）

は A2009 型、残り 13 件は AH3 型でした。現在までに検出されたインフルエンザウイルスは

表１のとおりです。 

表１ 鳥取県インフルエンザウイルス検出状況（2016 年 9 月－4月 11 日時点） 

 



２ 流行性耳下腺炎 

 臨床診断名が流行性耳下腺炎の検体 2 件（検体採取 3 月 1 日・番号 170066 および 3 月 8

日・番号 170078)について検査を実施し、どちらからもムンプスウイルスが検出されました。

また、臨床診断名が流行性耳下腺炎・無菌性髄膜炎の検体 1件（検体採取 1月 21 日・番号

170039）について検査中としておりましたが、ムンプスウイルスが検出されました。 

 

３ 急性出血性結膜炎 

 臨床診断名が急性出血性結膜炎の検体 1件（検体採取 2月 20日・番号 170068）について

検査を実施しましたが、エンテロウイルスは検出されませんでした。 

 

４ 感染性胃腸炎について 

臨床診断名が感染性胃腸炎の検体 7 件（検体採取 2017 年 2 月上旬～2 月下旬）について

検査を行い、1件（番号 170063）からアデノウイルス 40/41 型が検出されました。残りの 6

件から、ノロウイルス、サポウイルス、アストロウイルス、アイチウイルス、A群ロタウイ

ルス、アデノウイルス 40/41 型は検出されませんでした。 

 

５ 流行性角結膜炎について 

臨床診断名が流行性角結膜炎の検体 2件（検体採取 2月上旬～2月中旬）について検査を

行い、アデノウイルス 8型を 1件（番号 170067）検出しました。残り 1件は検査中です。 

 

６ A 群溶血性連鎖球菌感染症について 

臨床診断名が A群溶血性連鎖球菌感染症の検体 2件（検体採取 2月上旬～3月上旬・番号

170032 および 170079）について検査を行い、どちらからも A群溶血性連鎖球菌が分離され

ました。T型別結果については、番号 170032 は型別不能で、番号 170079 は現在検査中です。 

 

７ 無菌性髄膜炎について 

臨床診断名が無菌性髄膜炎である検体 3件（脳炎の診断名もあるもの 1件を含む）につ

いて検査を行いました。（検体採取 2月中旬～3月上旬）ムンプスウイルス、アデノウイル

ス、エンテロウイルス、ヘルペスウイルスについて検査を行いましたが、すべて検出され

ませんでした。 



 
 

鳥取県病原微生物検出情報 

（平成 29 年 4月検出分;検体採取平成 29年 2月～平成 29 年 4月） 
平成 29 年 5 月 11 日 

鳥取県衛生環境研究所 

 

1 インフルエンザウイルスについて 

 臨床診断名がインフルエンザの検体 11 件（検体採取 3月上旬～4月下旬)について検査を

実施し、7件でインフルエンザ A型が、3件でインフルエンザ B型が検出され、1件からは、

A 型及び B 型ともに検出されませんでした。A 型が検出された 7 件はすべて AH3 型でした。

また、B 型が検出された 3 件については、2 件がビクトリア系統、1 件が山形系統でした。

現在までに検出されたインフルエンザウイルスは表１（P3）のとおりです。 

  

２ 流行性耳下腺炎 

 臨床診断名が流行性耳下腺炎の検体 1 件（検体採取 4 月中旬・番号 170112）について検

査を実施したところ、ムンプスウイルスが検出されました。また、臨床診断名が流行性耳

下腺炎・無菌性髄膜炎の検体 1 件（検体採取 3 月下旬・番号 170093）についても検査を実

施しましたが、ムンプスウイルスは検出されませんでした。 

 

３ 急性出血性結膜炎 

 臨床診断名が急性出血性結膜炎の検体 1 件（検体採取 4 月初旬・番号 170095）について

検査を実施しましたが、エンテロウイルスは検出されませんでした。 

 

４ 感染性胃腸炎について 

臨床診断名が感染性胃腸炎の検体 7 件（検体採取 2017 年 3 月上旬～4 月上旬）について

検査を行いました。ノロウイルス、A群ロタウイルスについては 7件すべて検出されません

でした。サポウイルスについては、1 件（番号 170096）から検出されました。サポウイル

スが未検出の検体 6件について、アデノウイルス 40/41 型の検査を実施したところ、2件（番

号 170102、170103）検出されました。さらに、アデノウイルス 40/41 型のウイルスが未検

出の検体４件について、アストロウイルス、アイチウイルスの検査を実施しましたが、す

べて検出されませんでした。 

 

５ ロタウイルス感染性胃腸炎について 

臨床診断名がロタウイルス感染性胃腸炎の検体 3 件（検体採取 2017 年 3 月中旬～4 月上

旬・番号 170109、170111 及び 170111））について検査を行いました。3 件すべてから A 群

ロタウイルスが検出されました。 



 
 

６ 咽頭結膜熱について 

臨床診断名が咽頭結膜熱の検体 1 件（検体採取 3月中旬）について検査を行い、アデノ

ウイルス 2型を 1件（番号 170105）検出しました。 

 

７ 流行性角結膜炎について 

臨床診断名が流行性角結膜炎の検体 1件（検体採取 2月中旬・前回検査中）について検

査を行い、アデノウイルス 56型を 1件（番号 170059）検出しました。 

 

８ A 群溶血性連鎖球菌感染症について 

臨床診断名が A群溶血性連鎖球菌感染症の検体 3件（検体採取 3月中旬～4月上旬・番号

170107、170114 及び 170115）について検査を行いましたが、すべて A群溶血性連鎖球菌が

分離されませんでした。前回検査中であった 1件（番号 170079）の T型別結果については、

型別不能でした。 

 

９ 無菌性髄膜炎について 

臨床診断名が無菌性髄膜炎である検体 1件（検体採取 3月下旬・番号 170094）について

検査を行いました。ムンプスウイルス、アデノウイルス、エンテロウイルス、ヘルペスウ

イルスについて検査を行ったところ、ムンプスウイルスが検出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

表１ 鳥取県インフルエンザウイルス検出状況（2016 年 9 月－5月 11 日時点） 

備考
年 月日 A2009型 ＡH3型 Ｂvictoria Ｂ山形

11月8日 中部 1 0 1 0 0

12月20日 西部 1 0 1 0 0

1月4日 中部 1 0 1 0 0

1月5日 西部 1 0 1 0 0

1月6日 東部 1 0 1 0 0

1月10日 西部 1 0 1 0 0

1月11日 東部 1 0 1 0 0

1月13日 中部 1 0 1 0 0

1月16日 東部 1 0 1 0 0

1月16日 西部 1 0 1 0 0

1月19日 東部 1 0 1 0 0

1月23日 西部 1 1 0 0 0

1月26日 東部 1 0 1 0 0

1月26日 中部 1 0 1 0 0

1月30日 西部 1 0 1 0 0

1月31日 東部 1 0 1 0 0

2月2日 東部 1 0 1 0 0

2月2日 中部 1 0 1 0 0

2月6日 東部 2 0 2 0 0

2月6日 西部 1 0 1 0 0

2月8日 西部 1 0 1 0 0

2月9日 東部 1 0 1 0 0

2月9日 中部 1 0 1 0 0

2月9日 西部 1 0 1 0 0

2月13日 東部 1 0 1 0 0

2月13日 西部 1 0 1 0 0

2月18日 東部 1 0 1 0 0

2月20日 東部 1 0 1 0 0

2月20日 中部 1 1 0 0 0

2月20日 西部 1 0 1 0 0

2月23日 東部 1 0 1 0 0

2月27日 東部 1 0 1 0 0

2月27日 西部 1 0 1 0 0

2月27日 中部 1 1 0 0 0

3月6日 西部 1 0 1 0 0

3月8日 東部 1 0 1 0 0

3月10日 東部 1 0 1 0 0

3月13日 中部 1 0 1 0 0

3月14日 東部 1 0 1 0 0

3月14日 西部 1 0 1 0 0

3月16日 東部 1 0 1 0 0

3月16日 中部 1 0 1 0 0

3月21日 西部 1 0 1 0 0

3月24日 東部 1 0 1 0 0

3月29日 西部 2 0 2 0 0

3月30日 東部 1 0 1 0 0

4月5日 西部 1 0 1 0 0

4月10日 西部 1 0 1 0 0

4月11日 中部 1 0 0 1 0

4月18日 西部 1 0 0 1 0

4月24日 東部 1 0 1 0 0

4月24日 西部 1 0 0 0 1

54 3 48 2 1

注) 病原体定点等からの「インフルエンザ、インフルエンザ様疾患」診断検体からの検査結果（1/1）

病原体定点PCR検査合計
(2016年 11/8 - 現在)

検出数
Ａ型別、Ｂ系統別検体採取時期

検体採取場所

2016

2017
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